
  

 

 

今年度最後の学校運営協議会を開催しました。今回は諸事情により、３日（月）と７日（金）の２回に分け

て行いました。内容は①学校評価について、②令和７年度学校経営方針について、③令和７年度学校運営

協議会の日程案についての三つで、両日とも同内容で行いました。 

【 学校評価について 】 

  まず始めに教頭が、今年度の学校評価の結果について報告しました。 

  今年度から評価項目を見直し、一つの重点項目に対して、教職員、保護者、

児童生徒のそれぞれが評価できるようにしました。 

  委員の皆様からは、特に「キャリア教育」とりわけ「キャリア・パスポート」に関

する御意見をたくさんいただきました。 

○他の項目と比較して、キャリア教育に関する項目だけ具体的な「キャリア・パス  

ポート」という手段を明記したことによって、殊更に「キャリア・パスポート」だけが際立ち、結果として「活

用できていない」「よくわからない」という評価につながったと思われる。 

○学校としての「キャリア教育」「進路指導」等の文言の定義を明確にする必要がある。 

○実際に使っていく側の教職員が「キャリア・パスポート」を理解する必要がある。 

○学校 Web ページについては、正直なところ本校のものは「文字が多い」印象がある。また、文章を読ん

でいった先に写真が掲載されているが、なかなか写真にたどり着かない。 

○学校Webページは、誰をダーゲットにした記事なのかを考えると、より洗練されたものになる。 

○本校の取組（バス停清掃）により、町内の方々の意識に変化が見られている。本校と一緒に行う活動を

楽しみにしている方もいる。  

また、分析の視点として、「差（gap）」に着目し、その差について分析することで、より学校運営に資する

評価になるという御意見がありました。 

【令和 7年度学校経営方針について】  

今年度までの成果と課題を元に、一部修正したものを提示しました。「職業観・勤労観」に関することに

ついて、委員の方から御意見をいただきましたので、後日改めて提案することにしました。 

 

学校運営協議会が導入されて２年目が終わろうとしています。お陰様で、本校の教育活動はこれまで以

上に充実したものになってきました。また、私たち教職員だけでは気付かない視点からいただく助言は、学

校に活気を与えてくださいます。今回いただいた御意見や御助言も、早速学校運営に反映させたいと思い

ます。引き続きよろしくお願いいたします。 
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  今年初めてのバス停清掃を行いました。例年にない豪雪に見舞われた今年の青森市内です。例外なく

バス停の周りにも大量の雪がありました。特に、バス停と車道の間に雪があると、お客様の

乗降に影響があるとのことを聞き、丁寧に雪かきをしました。 

  バス停を利用している方に「どうもありがとうね。」「とっても助かるよ。」と言われると、

照れくさいところもありますが、自分が誰かの役に立っていることを実感できて、とてもうれ

しい気持ちになると話す生徒もおり、生徒にとって多くの学びを得る活動になっています。 

  今年度最後は、３月 2１日（金）１０：５０～です。私たちと一緒に清掃しませんか？ 

御不明なことがありましたら、青森若葉養護学校まで御連絡ください。 

小学部プログラミング教室 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

本校学校運営協議会委員の石岡有佳子さん（art studio tete代表）を講師に、小学部のプログラミン

グ教室を行いました。今年度は 9月と１月の 2回実施しました。 

  自分のプログラムしたとおりに飛ぶのがドローンです。時に、自分が考えたものとは違った方向に飛ぶこ

とがありますが、それはなぜなのか、ではどうしたらよいのかを、もう一度筋道を立てて考え、思った通りに飛

べたときのこどもたちの笑顔は最高です。石岡先生、ありがとうございます。 

 

 

 

 

            「３０年分のありがとうを込めて」 

              令和６年１１月２日（土） 開校３０周年記念式典を行いました。 

              たくさんの皆様にお祝いしていただき、心から感謝申し上げます。

ありがとうございました。次の未来に向けて、更なる努力を続けて

まいります。 

              ← 声楽家 三上御夫妻と一緒に 本校校歌を 歌いました。 

     


